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手引き 

各記述を読み、それぞれについてご自身が最も該当すると思うもの（1から7）ひとつに印を付けてください。正答や誤答はあり

ません。あまり深く考えず、直感でお答えください。 

受容/オーナーシップ  

まったく 

当てはまら

ない 

 

当てはまらな
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えば当ては

まらない 

どちらでもな
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完全に当て

はまる 

1 2 3 4 5 6 7 
 

  

AC1 私の身体  

仮想身体が自分の身体のように感じられた。 

 

o o o o o o o 
 

 AC2 私の身体部位 

仮想の身体部位が自分の身体部位のように感じられた。 o o o o o o o 
 

AC3 人間らしさ 

仮想身体は人間らしさがあると感じた。 
o o o o o o o 

 

AC4 自分への所属感  

仮想身体が自分に属するものと感じた。 o o o o o o o 
 

 まったく 
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ない 
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はまる 

 

コントロール/作用 1 2 3 4 5 6 7 
 

CO1 私の動作 

仮想身体の動作が、まるで自分自身の動作のように感じた。 o o o o o o o 
 

CO2 コントロール動作 

仮想身体の動作を、自分でコントロールしている気がした。 o o o o o o o 
 

CO3 動作の原因 

仮想身体の動作を、自分で引き起こしている気がした。 o o o o o o o 
 

CO4 動作の一致 

仮想身体の動作が、自分自身の動作と一致していた。 o o o o o o o 
 

 
 

まったく 
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ない 
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い 

どちらかと言

えば当ては
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どちらかと言

えば当ては

まる 
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変化/チェンジ 1 2 3 4 5 6 7 
 

CH1 私の身体変化 

自分自身の身体の形や見かけが変化した気がした。 o o o o o o o 
 

CH2 体重への影響 

自分自身の体重に変化があった気がした。 o o o o o o o 
 

CH3 身長への影響 

自分自身の身長に変化があった気がした。 o o o o o o o 
 

CH4 体の横幅への影響  

自分自身の体の横幅に変化があった気がした。 o o o o o o o 
 

  



 

分析方法 

受容（オーナーシップ ）= (AC1 + AC2 + AC3 + AC4)/4 

コントロール (作用) = (CO1+ CO2 + CO3 + CO4)/4 

変化 = (CH1 + CH2 + CH3 + CH4)/4 

 

手順 

スケールは、受容（オーナーシップ）、コントロール（作用）、変化（自身の身体像の感じ方の変化）という要素によって仮想

身体（バーチャル・エンボディメント）を把握するものです。スケールは、作用/導入の直後に計測しなければなりません。1～7ポ

イントのスケールの代わりに、0～6ポイントのスケールを用いても構いません。 

 

 

追加項目（CFAによる除外） 

AGX1 身体コントロールの楽しさ (AG) 

仮想身体をコントロールするのが楽しかった。 

VOX1 他の身体の所有 (BO) 

他の身体を自分の身体のように所有している錯覚があった。 

CHX1 自身の身体のチェック (CH) 

自分の身体が今でも、自分の記憶にあるような見え方をしているか、確かめてみなければならない気がした。 

VOX2 他人への所属 (BO*)  

仮想身体が他の誰かのものである気がした。*(再記号化) 

 

連絡先 

daniel.roth@tum.de 

virtualembodimentscale.com 


